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知ったかぶり

　人と話をしていると、みんな自分のこと知ったフリしてるなあと思う。そんな私も自分自身の事が全くわからない。私っていつの間に考え方が変わったんだろうと思うことがたまにある。例えば、お昼にカップ麺を食べたくせに夜に観たテレビの影響で丁寧な暮らしをしようとしてみたり、あのアーティスト苦手だなと思っていても、勧められて聴いてみたら結構良かったり…結局自分の考え方って結構簡単に他人に左右される部分だと思う。だから全然自分を理解しきれないし相手の気持ちも分かりきれない。思ってるより人の心って複雑だったりするのかもしれない。




案外、人の事って見えてるよね

自分の事はよく理解できなくても、人の事となると客観視出来るからその人の事を理解できる時がある。特に女性って、人の事となると途端に確信を持って『あの子紹介』を始める。「あの子って〇〇だよね。」「絶対自分の事□□だって思ってるよ。」なんて事を言ってしまう。これは嫌な方の理解。でも嬉しい理解もある。

　私はよくお酒を飲むのだが、恋人と居酒屋にいくと、何も言わなくても私の好きなあさりの酒蒸しと枝豆を頼んでくれる。魚のカマ焼きのほっぺの部分をくれる。悲しいことがあった時、何も言わなくても「何かあった？」と声をかけてくれる。




人付き合い

自分の考えは案外他人に左右される話をしたけれど、完全に考え方が一緒になることはない。だって全く同じ育ち方をして、全く同じ友好関係を築いてきたわけじゃないから。今まで出会った人全てから影響を受けて今の自分の考え方にたどり着いているんだから、全部同じ考えの人が居るなんてありえない。誰と居ても、なにかしら疑問に思う言動や行動があるし、ここだけは考えていることがさっぱりわからないと思うこともある。そして、そういう所は、お互い話し合うか、どちらかが我慢するべきなのだろう。それができなくなった時、人間関係が終わる時だと思う。




世渡り上手になりたい

　私の考え方はねじ曲がりすぎている。おまけに爆発寸前まで不満や思っている事を言わない。だから急にキレ散らかしたり、泣いたりするのでいろんな人に迷惑ばかりかけているし、私自信も疲れるのであまり友達は多くない。あまりにもひねくれていて柔軟性のない考え方に私の数少ない友達はよくドン引きした表情をする。私の理想は初めて会った瞬間からお花畑に居るような暖かい笑顔と優しい声で気さくに喋れて気を遣える女の子なのだけれど、現実はそう甘くはない。勤めて明るく接する事も出来るが、すぐに疲れてしまって結局上手く笑えなくなってくる。私のダメなところだ。




嘘つき

　自分を知る上で、厄介なのが嘘をつく事である。一度嘘をつくと、その後の話でも嘘をつき続けなければならない。その嘘の話の途中に他の人が入ってくるとその人にも嘘をつく。そのうち、小さな嘘がどんどん大きくなって、いつの間にか自分が馬鹿になってくる。あれ、もしかしてこの話、本当にあったかも？　なんてことになるともうお手上げ。真相は迷宮入りだし、本当のことは誰も知らない。いつの間にか嘘の自分まで自分の一部になっていく。嘘に慣れていくと息をするようにスラスラと言葉が出てくるし、自分が馬鹿になるのにかかる時間も早くなる。嘘、ダメ絶対。




ほんと、疲れちゃうよね

　そんなこんなで人と関わるのって本当に難しいし、自分を理解するものめちゃくちゃ難しい。感情のままに話をすることも相手との距離を縮める分には大切だけれど、感情のままにいきすぎると、傷つけてしまったり、場がシーンとなったりする。適度な距離感。適度な会話。そんなもんわかるかい！　

　特に女の子が数人のグループ作るあの感じは本当にお腹が痛くなる。私たちずっと仲良し！　みたいに居るのにその中でも格付けがあって、特にこの子がグループを回すとか、こことここが特に仲がいいとか知らんよもう。勘弁してください。




自分の甘やかし方

　人間関係とか、自分の事とか、学校や仕事の事とか、悩みだすとキリがなくなって心が疲れてくる。そんな時どうしてる？　と友人に相談したところ、自分にご褒美をあげる！　と言われたので、そんな小さい事でご褒美あげちゃっていいの？　と思ったが、言われた通りにちょっとがんばった日の帰りに自分へのご褒美にドーナツを買って食べた。感想は、「え、自分甘やかすってこういう感じ！？　今まで食べたドーナツで一番美味しい！！」である。めちゃくちゃ元気になった。だからもし、ちょっと頑張った日に自分にご褒美をしたことがない人がいるなら、今すぐ走ってドーナツを買いに行って欲しい。




夜の時間は大切

　夜遅くまで起きていると、余計なことまで考えてしまって気持ちがナーバスになりがちなので、早く寝るのが心と体の健康につながるのは分かっているが、私は結構遅くまで起きている。夜は確かに気持ちが落ち込みやすいが、自分と向き合ったり、自分の好きな事をしたりして夜が更けていく感じが好きだ。自分の悩み事一つとってみても、より複雑なところまで見ることが出来る。自分のことがわからないのなら、自分と向き合う時間を作って欲しい。昼間は学校や仕事、家事や育児に忙しいだろうから、夜寝る前にほんの少しだけ今日１日を振り返ってみて欲しい。




何事も１００％までしちゃいけない

時々本気で何かに取り組みそうになる。大概失敗する。やるぞ！　と思うと肩とか頭とか色んな所が固くなって自分の体じゃないみたいに動きづらくなる。高校の時、可愛がってもらっていた化学の先生に褒められたくて１００点を目指して勉強したことがあったが、案の定１００点は取れなかったし、英語の点数は下がってしまった。人生なんてそんなものだ。投げやりになっているのではなくて、本当にそんなものなのだ。力を抜いて上手くポイントをおさえている人がなんでも上手くこなせるし、必死に走ってる人は大体顔は一生懸命であまり前に進んでなかったりする。センスもあるけどね。




結局のところはさ

　結局の所は、もっと流れに任せて適当でいいんじゃないかなと思う。考えすぎる夜も、どうしようもなく誰かになりたいと思う日もある。でも、好きな映画を観ながら過ごす休日も、学校帰りにお散歩して帰る日もある。自分が分からない日も、私の事は私が１番理解してる！　と主張したくなる時もある。それでいい。コロコロ変わる自分の感情も、表情も考えも全部可愛いし愛おしい。なんでも完璧な平べったい人間じゃなくて、凸凹の自分でいい。苦手なことは苦手って言えば得意な人がそこの角から現れるかもしれない。

　もっと力抜いて、流れに身を任せながらのんびり過ごそう。
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